
平
成
二
十
三
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九
月
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受
領

答
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第
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号

内
閣
衆
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一
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八
第
三
六
号

平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
野
田
内
閣
の
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
野
田
内
閣
の
普
天
間
飛
行
場
移
設
問
題
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
」
と
は
、
普
天
間
飛
行
場
が
移
設
さ
れ
ず
、
同
飛
行
場
を
継
続
し
て
使
用
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
態
を
指
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

同
飛
行
場
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
危
険
性
の
一
刻
も
早
い
除
去
等
に
よ
り
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
平
成

二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
以
下
「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
の
共
同
発
表
及
び
本
年
六
月
二

十
一
日
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
際
に
発
表
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｃ
文
書
「
在
日
米
軍
の
再
編
の
進
展
」
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
た
平
成
十
八
年
五
月

一
日
の
Ｓ
Ｃ
Ｃ
文
書
「
再
編
の
実
施
の
た
め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
以
下
「
日
米
合
意
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
着

実
に
進
め
る
考
え
で
あ
り
、
政
府
の
考
え
方
を
沖
縄
の
皆
様
に
誠
実
に
説
明
し
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
む
考

え
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
辺
野
古
崎
地
区
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
水
域
へ
の
移
設
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
に

お
い
て
様
々
な
御
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
日
米
合
意
の
実
現
は
、
全
体
と
し
て
、
少
な

一



く
と
も
現
状
に
比
べ
る
と
、
同
飛
行
場
の
危
険
性
の
除
去
の
早
期
実
現
、
第
三
海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
要
員
等
の
グ
ア
ム
へ

の
移
転
、
嘉
手
納
飛
行
場
以
南
の
施
設
及
び
区
域
の
返
還
等
、
沖
縄
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
政
府
の
考
え
方
を
沖
縄
の
皆
様
に
誠
実
に
説
明
し
理
解
を
求
め
な
が
ら
、
全
力
で
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
米
合
意
を
踏
ま
え
、
同
飛
行
場
の
危
険
性
の
一
刻
も
早

い
除
去
等
に
よ
り
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
日
米
合
意
の
実
現

は
、
全
体
と
し
て
、
少
な
く
と
も
現
状
に
比
べ
る
と
、
沖
縄
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

更
な
る
負
担
軽
減
策
等
に
つ
い
て
も
沖
縄
政
策
協
議
会
に
お
い
て
議
論
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、
沖
縄
の
皆
様
の
理
解
を
得
る

べ
く
誠
実
に
努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

沖
縄
の
皆
様
の
理
解
を
得
る
期
限
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
設
定
す
る
考
え
は
な
い
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
沖
縄
の
「
理
解
」

が
得
ら
れ
た
、
と
は
い
か
な
る
状
態
を
指
す
の
か
」
に
つ
い
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
野
田
佳
彦
衆
議
院
議
員
、
玄
葉
光
一
郎
衆
議
院
議
員
、
一
川
保
夫
参
議
院
議
員
及
び
川
端
達
夫
衆
議
院
議
員

二



そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
家
個
人
と
し
て
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

七
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
お
け
る
沖
縄
振
興
の
た
め
の
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
二
十
四
年
度
予
算
の
概
算
要

求
組
替
え
基
準
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
閣
議
決
定
）
や
同
年
度
予
算
に
お
け
る
地
域
自
主
戦
略
交
付
金

の
制
度
設
計
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
予
算
規
模
や
具
体
的
な
制
度
設
計
を
含
め
、
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
沖
縄
県
に
お
け
る
駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用
に
関
す
る
新
た
な
法
律
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
の
通
常
国
会

に
所
要
の
法
律
案
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三


